
11頁目　上段
新たな情報発信　自立訓練メールマガジンの創設

視覚障害に関わる幅広いトピックをお届けするメールマガジンがスタートしました！日常生活に役立つ情報、視覚障害スポーツの最新情報や、センター修了生の現在の様子、暮らしに活かせる知識など、多彩な内容が盛りだくさん。これまでの経験をより充実した形で活かしていくためのヒントがきっと見つかります。登録は簡単、この機会にぜひお試しください！

右記の二次元コードを読み取り、メールを開いて
●氏名
●視覚障害の有無
●所属（自立訓練、就労移行支援、その他）
を記載の上、返信を頂ければ登録完了となります。

メールはこちらから　二次元コード▶[image: ]

11頁目、上段、以上です。

11頁目　下段
卒業生からの言葉

江崎 正芳
５年前に右目を失った。障害者手帳を取得した。会社で正社員から降格させられた。
自分の中では生産性が落ちたなんて現実は受け入れられず、この時に知った視力障害センターは、以前から興味があった整体・カイロ・漢方等を安く学べるチャンスだと思った。
すぐに会社を辞め、右も左も分からないまま理療科に飛び込んだ。
仮初めの楽園での、この歳での学園生活はまあまあ楽しかった。思っていた内容とは少し違ったが、新しい世界を知ることで視野が広がったし、障害の受容期間にもなった。
だけど此処は何時（いつ）までも好きなだけ居られるという場所ではない。傷が癒え、力を蓄えたのなら、保護の楽園から飛び立ち社会に復帰しなくては。
国家試験に合格すれば、関門の向こう側にあるスタートラインに立つ。さあ、ここからだ

K.S
３年間という短い間でしたが、ありがとうございました。
入学当初からタップダンス部に入って練習したり、イベントで披露したりして、タップダンスの方々と踊れた事やスポーツ訓練発表会でも学年でチームとして楽しめた事が印象に残っています。
今後は、はり、きゅうの国家資格の取得と就職する事を目標に頑張ります。

N.Y
3年前の春から今に至るまで、語り尽くせぬほどの濃い時間を過ごしてきました。
クラブ活動や自治会運営を通じ、 タップダンスや 園芸活動、 講師の方（かた）を招いてのイベントの企画や地域交流など様々な経験を積み、多くの人との関わりの中で、少しは成長につなげることができたのではないかと思います。
支えてくださった職員の皆様に、 心から感謝しています。

卒業生へ送る言葉
慣れ親しんだセンターを離れ、新たな道へ再出発される皆さん、ご卒業おめでとうございます。取得した国家資格を生かし、これからの人生に悔いのないよう、目標に向かって進んでください。
乗り越えられない高いハードルは、くぐり抜ければいいでしょう。この様な柔軟性も大切ですよ。皆さんのこれからの人生に幸（さち）多（おお）からんことをお祈り致します。
同窓会会長　　楠原　宏和

11頁目、下段、以上です。

他のページも含む全体版は下記のリンクからご覧下さい。
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